
現状の課題への対応

解決策 課題 現状 将来の形

ライドシェア
(陸上タクシー)

・移動が不便
・遠隔地への移動が⾼額

公共バスやタクシーはあるが、
バスはルートが決まっており、
タクシーは１⼈で乗ると⾼額で
ある。 (例︓奄美空港からフェ
リー港のある古仁屋まで、
71kmあり、タクシーだと
20,000円ほどかかる)。

・タクシーの乗り合いが増え、
⼀⼈当たりの負担が少なくなる。
・乗り合いが増え、⽩タク規制
が緩和されれば、タクシーの供
給量も増え、より多くの⼈が安
価にかつ⾃由に移動できるよう

になる。

ライドシェア
(海上タクシー)

・移動者のスケジュールがフェ
リーの時間に依存されやすい。

奄美〜加計呂⿇は１⽇３〜４便。
そこから１時間半〜２時間で加
計呂⿇島〜与路島・請島へと到

着。

ドローン ・⽣活物資が届かない。
・買い物に⾏くのが不便。

瀬⼾内町のスーパーの数がそれ
ほど多くない。また、離島への
物資運搬はフェリーが中⼼のた

め、不安定。

短距離、軽量の運搬からスター
ト。iPadなどのタブレットある
いはスマホのアプリで簡単に⾏
え、フェーズが進めば地元商店
にタブレットから注⽂して物資

が届くようになる。
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空港から各地への移動を
よりスムーズに、かつ交通費
を安くするために、陸上では
タクシーの乗り合い、海上で
はフェリーの乗り合いを仕組み
として構築。事業者を始め、
個⼈の送迎(⽩タク、⼀般⾞)
によって、島内をより⾃由で
安価に移動することが可能に。

ライドシェアとドローン活⽤で物資運搬・交通を強化

ドローンによる物資運搬

離島・中⼭間地域に住む住⺠が、
⽣活物資や救護キットなどを
タブレットで注⽂し、ドローン
が運搬。
(右はエアバスとシンガポール
⼤学の共同研究で2kg程度の物資
の運搬に成功した、エアバスと
シンガポール⼤学の共同研究
チーム)

陸上・海上でのライドシェア課題
交通(物流)
・離島への交通費が⾼額、⼀⽅でバ
スやフェリーの利⽤率が低く、⾚字
経営
・バスやフェリーの便数が少ない
買い物
・⼀部の地域では、近くにスーパー
や商店が少なく、⽣活物資の調達が
難しい。特に離島では、フェリーに
よる物資供給による部分が⼤きく、
不安定。

定住条件の強化

「IT BASE」との連携でも瀬⼾内
で働く⼈々が増加。さらにICT
実験の過程で研究者らが住む
ようになり、瀬⼾内バレーと
してITを専⾨とした⼈々の新た
な拠点として活性化。

買い物
離島や中⼭間部地域にも⼈が定住できるようにな
り、将来的に定住⼈⼝が増加し、街が賑やかにな
る。
交通
乗り合いが増え、⽩タク規制が緩和されれば、タ
クシーの供給量も増え、より多くの⼈が安価にか
つ⾃由に移動できるようになる。

観光促進・ITを中⼼とした産業促
進

2



○実地調査
・中⼭間部への物資運搬の現状、及びサービスに対
する住⺠のニーズ（ルート策定や料⾦設定に影響）
等、瀬⼾内町の実情に即したサービス内容にするた
めの情報収集・整理
○実証実験
・気候︓温度、天気、⾵向き等の安定的⾶⾏条件を
実証実験によって策定
・ルート調査︓利⽤者と物資提供者の距離、障害物
の有無、インフラ等の確認／複数台の導⼊も可能な
運⾏体制の検討
・費⽤対効果の計算（イニシャルコスト、ランニン
グコスト）︓最終的に⾃⾛できるサービスとして成
⽴させる必要があるため、収益モデルの議論で重要
○サービス提供
・webシステムを通じて利⽤者とサービス提供者の
マッチング・配送の管理を⾏う
・売上や利益を⾒ながら料⾦・内容の⾒直しや、展
開サービスを検討

実施計画概要

○実地調査
・海上タクシー運送状況（送客数、物資運搬
等）の把握、及びライドシェアサービスに対す
る住⺠のニーズ（ルート策定や料⾦設定に影
響）等、瀬⼾内町の実情に即したサービス内容
にするための情報収集・整理
○実証実験
・海上タクシーの配船スケジュール︓利⽤者と
のマッチングや配船システムの設計に必要
・費⽤対効果の計算（イニシャルコスト、ラン
ニングコスト）︓最終的に⾃⾛できるサービス
として成⽴させる必要があるため、収益モデル
の議論で重要な項⽬となる。
・ルート調査
○サービス提供
・webシステムを通じて利⽤者とサービス提供
者のマッチング・運送の管理を⾏う
・売上や利益を⾒ながら料⾦・内容の⾒直しや、
展開サービスを検討

ドローン ライドシェア
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離島における海上タクシーのライドシェア・ドローン輸送による定住条件強化事業

■令和２年度スケジュール（予定）
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実証実験は、新型コロナウィルスの影響を考慮し、慎重に実施。

取組内容 内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ドローンサービスにかかる実証
実験

ライドシェアサービスにかかる
実証実験

活動計画策定
事業

(2)体制構築･実
証活動

実証実験準備

実証実験、

まとめ・検証ドローンサービス実証実験（コロナの状況を見極め、実験場所・時期を確定）

実証実験準備 ライドシェアサービス実証実験（（コロナの状況を見極め、実験場所・時期を確定） 実証実験、

まとめ・検証



離島における海上タクシーのライドシェア・ドローン輸送による定住条件強化事業

■令和３年度スケジュール（予定）
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取組内容 内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ドローンサービス

ライドシェアサービス

活動計画策定
事業

(2)体制構築･実
証活動

ドローンサービス準備（各種事務手続き・サービスインに向けての準備）

実証実験に基づいたサービス内容の検討

プログラム

実証実験に基づいたサービス内容の検討

サービスイン

サービスイン

ライドシェアサービス準備（各種事務手続き・サービスインに向けての準備）
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シェアリングサービス開始と普及の先にMaaS活⽤の先端地域として発展させていく

MaaS(Mobility as a Service)とは

将来構想



MaaSに向けて／MaaS(Mobility as a Service)概念図

7将来構想



MaaSに向けて／MaaS(Mobility as a Service)未来投資戦略2018
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MaaSに向けて／MaaS(Mobility as a Service)トヨタの挑戦
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出所：トヨタアニュアルレポート2017 P30

将来構想



⾼齢化によるポストマイカー社会の構築のための現実解としての注⽬を集める
MaaSの浸透に本取組が繋がっていくことを⽬指して参ります。

ヒトとモノの移動にテクノロジーの活⽤とあるべき社会の実現へ

MaaSに向けて／MaaS(Mobility as a Service)本取組の意義
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MaaSが
当たり前の
未来へ

シェアリング
サービスの
普及

現在
超高齢化社会
へ突入

20世紀
クルマ社会
の実現

将来構想


